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富
士
山
へ
の
信
仰
が
盛
ん
と
な
っ

た
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
富
士
講
と

呼
ば
れ
る
富
士
山
参
拝
の
た
め
の
集

団
が
組
織
さ
れ
、
富
士
登
山
を
行
っ

た
。
こ
う
し
た
活
動
が
活
発
に
な
る

中
、
登
山
が
で
き
な
い
人
々
の
た
め

に
、
富
士
山
を
模
し
て
土
を
盛
っ
た

「
富
士
塚
」が
、
江
戸
や
周
辺
地
域
で

築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
霊
峰

富
士
を
模
し
て
造
ら
れ
た
が
、
頂
上

せ
ん
げ
ん

に
浅
間
神
社
が
鎮
座
す
る
こ
と
か

ら
、
市
内
で
は
富
士
塚
で
は
な
く
、

浅
間
塚
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

市
内
に
は
消
滅
し
た
も
の
を
含
め
、

江
戸
時
代
後
期
以
降
、
１５
基
の
浅
間

塚
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
文
化
３

ぶ
ん
け
ん
の
ぶ

（
１
８
０
６
）年
の『
中
山
道
分
間
延

え

ず
絵
図
』に
描
か
れ
て
い
る
浅
間
塚（
図

１
）は
、
確
認
で
き
る
中
で
は
最
古

と
考
え
ら
れ
、
現
在
は
氷
川
鍬
神
社

境
内
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
塚
が
あ
っ
た
も
の
の
、

６
基
の
塚
が
開
発
な
ど
に
よ
り
時
代

と
と
も
に
姿
を
消
し
た
。そ
の
中
に
は

整
地
に
よ
る
造
成
工
事
で
塚
が
削
ら

れ
る
前
に
、
考
古
学
的
な
手
法
で
記

録
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
地
名
に
も
関

わ
り
が
あ
る
浅
間
台
・
浅
間
塚
で
あ

る（
写
真
１
）。
昭
和
５７（
１
９
８
２
）

年
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

一
方
、
戸
崎
の
浅
間
塚
は
、
高
さ

４．８
㍍
、
直
径
約
２５
㍍
の
円
形
で
、
戸

崎
の
開
発
領
主
と
伝
え
ら
れ
る
長
沢

家
が
所
有
し
、
後
述
す
る
が
、
こ
の

塚
で
行
わ
れ
る
初
山
行
事
の
祭
主
と

し
て
祭
事
を
執
り
行
っ
て
い
る
。

お
づ
か

ま
た
、
平
方
の
小
塚
浅
間
塚
は
、

「
お
お
つ
か
」と
も
呼
ば
れ
高
さ
４．６

㍍
、
一
辺
２６
㍍
の
方
形
の
塚
で
、
地

域
で
組
織
さ
れ
る
小
塚
講
に
よ
っ
て

初
山
行
事
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
２
例
は
、
現
存
す
る
浅
間

塚
と
し
て
は
市
内
最
大
の
規
模
で
あ

る
と
同
時
に
、
民
俗
行
事
を
伴
う
こ

と
か
ら
、
富
士
浅
間
信
仰
を
考
え
る

上
で
貴
重
な
民
俗
文
化
財
と
し
て
、

上
尾
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

毎
年
７
月
１
日
、
富
士
山
で
は
山

開
き
が
行
わ
れ
る
。
霊
山
で
あ
る
山

へ
の
入
山
を
解
禁
す
る
日
を
山
開
き

と
し
、
山
開
き
の
期
間
中
の
無
事
を

祈
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ

て
き
た
。

こ
の
富
士
山
の
山
開
き
に
合
わ
せ

て
、
埼
玉
県
東
部
地
域
な
ど
で
は
、

浅
間
塚
で「
初
山
」と
呼
ば
れ
る
行
事

が
行
わ
れ
る
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
初
め
て
迎
え

る
７
月
１
日
に
、
浅
間
神
社
に
お
参

り
を
す
る
行
事
で
、
富
士
山
を
模
し

た
浅
間
塚
に
初
め
て
登
る
こ
と
で
、

足
腰
が
丈
夫
に
な
る
と
い
う
願
い
を

込
め
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

祝
う
も
の
で
あ
る
。
参
拝
し
た
子
ど

も
の
額
や
産
着
の
襟
の
内
側
に
判
を

押
し
た
り（
写
真
２
）、
親
戚
や
近
所

に
初
山
の
う
ち
わ
を
配
っ
た
り
す
る

し
ゅ
う
ぞ
く

習
俗
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

浅
間
塚
で
の
初
山
行
事
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
地

域
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
、
今
日
ま

で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

山岳信仰は、山や山中に開
かれた社寺仏閣を中心に展開
し、古来から人々の崇拝対象
となってきた。中世には修験
道との関係が深かったが、近

お し

世には山を拠り所とする御師
が、広範囲な地域に信者を増
やして信仰圏を形成した。市
内では富士山を崇拝する人々
によって組織された富士講（浅

はる な

間講ともいう）や、群馬県榛名

山の榛名講、神奈川県伊勢原
おおやま

市の大山講などが知られてい
る。
榛名講や大山講では、選ば

れた者が代表して参拝を行う
だいさん

「代参講」が行われた。
御師は代表者の宿泊から参

拝や、お札の用意まで、一切
の世話を行った。講の対象と
する社寺は、農業を見守る神
様として農家の信仰を集めた。

は
つ
や
ま

せ
ん
げ
ん
づ
か

初
山
と
浅
間
塚

〜
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
〜

写真３ 大山（神奈川県伊勢原市）

山岳信仰と講

写真１ 浅間台・浅間塚

図１ 『中山道分間延絵図』
に描かれた「上尾・
浅間塚」

写真２ 昨年の小塚浅間塚の初山行事
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